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研究成果の概要： 
  
 自己組織化するトヨタ自動車のサプライチェーン、繁栄する中国・温州の「外出人」ネット

ワーク、さらに近年各地で成果を上げている「部門（機能）横断型プロジェクトチーム」など

を、最新のスモールワールド・ネットワーク理論の枠組みで分析し、「遠距離交際」と「近所づ

きあい」の絶妙なバランスを有する頑健なシステムを構築した企業や地域が繁栄していること

を明らかにした。理論家の描いた世界をはるかに超える複雑な現実社会について、豊富なオリ

ジナルデータをもとに、「信頼」や「ソーシャル・キャピタル」の効用についても指摘した。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 2,700,000 0 2,700,000 

２００７年度 3,400,000 1,020,000 4,420,000 

２００８年度 1,800,000 540,000 2,340,000 

年度  

  年度  

総 計 7,900,000 1,560,000 9,460,000 

 
 
研究分野：社会科学 

科研費の分科・細目：社会学 

キーワード：(1)ネットワーク (2)社会システム (3)組織間関係 (4)産業集積 (5)アウトソーシ

ング (6)ソーシャル・キャピタル (7)制度・構造・社会変動    
          
１．研究開始当初の背景 
 
 地域産業の発展は、「産業集積」や「クラ
スター」の枠組みで分析されることが多く、
ローカルな文脈での組織間の関係性に、多大
な関心が払われてきた。企業間の競争と協調
の関係、政府や大学、業界団体といった企業
を取り巻く多種多様な組織と企業との協業
体制のあり方などが、主たるテーマであった。 
 しかし、現代は、資金やモノ、情報だけで

なく、人さえもグローバルに行き交う社会で
ある。企業や個人レベルでいえば、当該地域
を越えた組織や人との関係性が深まり、ビジ
ネス機会の探索から新しい知識の獲得、創出
まで、実に様々な場面で、そうした域外ネッ
トワークが活用されるようになった。英国の
ケンブリッジや中国の北京（中関村）、温州
といった急成長地域に関する我々の探索的
調査でも、域外ネットワークが、企業ひいて
は地域の発展に少なからぬ機能を果たして



いることが示唆された。つまり、地域の盛衰
メカニズムを解明するためには、ローカルな
文脈での組織や人の関係性だけでなく、地域
という空間を越えたグローバルな文脈での
組織や人の関係性をも包括する理論的、実証
的研究の蓄積が急務になっている。 
 ただ、この種の研究は、複雑でかつダイナ
ミックな関係性を扱うというテーマそのも
のに内在する困難さゆえに、これまで大きな
進展が見られなかったが、欧米の数学者らが
最近提唱したスモールワールド・ネットワー
クモデルが、その難題を緩和する可能性を秘
めている。例えば、Watts（1999, 2003, 2004）
は、グラフセオリーを駆使して、結節点同士
のつながりが基本的には規則正しいが一部
にランダム性をもつ構造のネットワークが、
新しい機会の探索能力や全体の情報伝達の
面で優れていることを示した。これを地域の
視点で捉え直すと、ローカルレベルの緊密な
関係性とグローバルレベルの緩やかな関係
性のいずれもが地域の繁栄に重要である、と
いう認識につながる（下図参照）。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、伝統的な社会ネットワー
ク理論（Granovetter, 1973, 1985; Coleman, 
1990; Burt, 1992）に依拠しながらも、数学
や物理学の分野で近年急速に発展し、その広
い汎用性が期待される最新のネットワーク
理論（例えば Watts, 1999, 2003, 2004; 
Barabasi, 2002）を援用しながら、国内外の
特定地域を比較分析し、地域盛衰のメカニズ
ムを実証的に明らかにすることである。 
 国内外の成長著しい中小企業のネットワ
ークや地域経済ネットワークの最新動向を、
フィールド調査に基づく徹底した実証比較
研究によって明らかにするとともに、最新の
ネットワーク理論の妥当性やその応用可能
性を考察する。具体的な目的は以下の 3点で
ある。 
 
(1) 地域経済ネットワークの分析枠組みの構
築  
 一見すると実に多彩で複雑な地域ネットワ
ークを分析するためのツール構築を目指す。
その第一歩として、数学者が提示したネット
ワークモデルの応用可能性を探る。 
 
(2) 企業家のキャリアパスとネットワークに
関する国際的・地域的比較研究 
  ネットワークを媒介として、情報や知識を
実際に伝播し蓄積するのは、個々の人間であ
る。また、誕生したばかりの企業や中小規模
の企業の盛衰は、組織よりも企業家個人の力
に規定される。こうした理由から、地域を扱
う本研究はまず、企業家を分析対象とし、そ

のキャリアパスとネットワークに関する実
証研究を行う。具体的には、ビジネス機会の
探索や新しい知識の獲得・創出、資金調達と
いった重要な局面で、どのような人や組織と
の関係が有用であったか、そうした関係はい
かに形成されたのか、といったデータを比較
検討することによって、企業家を支えるネッ
トワークの規模や構造を分析する。 
 
(3) 特定地域の特定産業を対象としたネット
ワーク構造  
 企業間の取引関係やビジネスグループ（業
界団体、異業種交流等）への参加状態、つな
がりのある企業との関係性などに関するデ
ータを収集し、企業の成長性とその企業を取
り巻くネットワーク構造との関係を定量的
に明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 
(1) 2006 年度 
①ネットワークや地域経済、企業家等に関す
る既存の文献やこれまでの事例研究をベー
スに、新しいネットワーク論を援用した分析
枠組みを検討した。 
 
②暫定的に設定したリサーチ・クウェスチョ
ンと質問項目を持って、予備的インタビュー
を実施した。この予備的インタビューを通じ
て、分析枠組みの妥当性を確認するとともに、
リサーチクエスチョンを洗練させ、質問項目
の修正も行った。 
 
③次年度に予定している本格的なインタビ
ュー調査に向けて、調査対象地域の関係機関
と打合せを進めるとともに、活用可能な既存
データベースが存在していないかどうかを
探索した。中国の企業や地域に関するデータ
の渉猟にあたっては、以前からの研究仲間で
ある中国人民大学助教授の欧陽桃花氏や同
済大学助教授の許丹氏の協力を仰いだ。 
 
（2）2007 年度、2008 年度 
 海外在住の温州人ネットワーク、温州のア
パレル産業のネットワーク、トヨタ自動車の
四川トヨタのネットワーク、岩手県釜石市の
地域経済ネットワーク等に関して、現地でイ
ンタビュー調査やアンケート調査を実施し、
収集したデータは、定量的および定性的方法
を駆使して総合的に比較分析した。 
 
①海外在住の温州人ネットワーク 
 温州人の域外ネットワークの実態を追究
した。成長著しい欧州の温州企業を取り上げ、
温州人企業家がどのような経緯でいかにし
て当該地域に移住したのか、同郷人ネットワ
ークは移住やビジネス活動にどのような機
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能を果たしてきたのか、さらに、そうした温
州人企業家が当該地域の経済にいかなる影
響を及ぼしているか等について、イタリア、
フランス、スペイン、オランダ、オーストリ
ア、チェコ、ハンガリー、ロシア、ＵＡＥ，
ウクライナ等で、詳細な聞き取り調査を実施
し、ケースステディを蓄積した。 
 
②温州の服装企業のネットワーク 
 温州の地元業界団体の協力を得て、温州の
服装企業へのインタビュー調査とアンケー
ト調査を実施し、服装企業の販売先、部材調
達先、外注先等の取引実態と、創業者のキャ
リアパス、事業資金の調達方法などに関する
データを包括的に収集した。アンケート調査
結果は、簡単な統計分析も行った。 
 
③在中国の温州人ネットワーク 
 欧州在住の温州商人が主たる仕入先とし
ている中国最大の卸市場・浙江省義烏市と、
多数の温州靴企業が進出している内陸の工
業都市、四川省成都で、現地の政府や温州企
業への聞き取り調査を実施し、温州人および
温州人企業がどのようなネットワークを利
用しながらいかなるビジネスを展開してい
るかを探った。 
 
④トヨタ自動車の四川トヨタのネットワー
ク 
 中国・成都にある四川トヨタで、組織や地
域、国を超える人々の信頼がいかに構築され
るのかに関するインタビューを実施した。 
 
⑤日本国内の地域経済ネットワーク 
 岩手県釜石市でフィールド調査を行い、ど
のようなネットワークが新しい企業の誘致
や既存企業の事業転換に貢献しているかに
関する情報を収集した。 
 
⑥比較研究と理論の妥当性 
 欧州および中国、日本でのフィールド調査
結果を踏まえて、企業や地域のネットワーク
構造を比較するとともに、新しいネットワー
ク理論の妥当性やその応用可能性を考察し
た。 
 
４．研究成果 
(1) 温州人の域外ネットワーク 
 温州人が多数進出している欧州各国を訪
問し、「温州を離れた理由」「目的地の選択や
移住先決定の規定要因」「受け入れ社会の社
会構造や文化、アイデンティテイへの影響」
「温州／中国とのつながり」等に関する詳細
な聞き取り調査を実施した結果、以下のこと
が明らかになった。 
  
①1978 年の改革開放後の「外出理由」は、当

初、貧困からの脱却や欧州への憧れが主たる
理由であったが、温州が経済的に発展した
1990 年代以降は、純粋なビジネス拡大を理由
に掲げる人が増えた。 
 
②「移住先を決めた要因」としては、温州人
コミュニティ（温州人のインフォーマルなネ
ットワーク）の存在と受入国政府の移民政策、
さらに社会経済状態が重要であった。フラン
スやイタリア在住の温州人は、第一次世界大
戦前後に欧州に移住したという親戚や知人
を頼って 1980 年代前半に出国するケースが
目立った。また、「恩赦」による不法移民の
合法化（イタリア、スペイン）や入国の容易
さ（ハンガリー、チェコ）も決定的に重要で
あり、温州人ネットワークを活用して、「恩
赦」の情報をいち早く入手した在フランスや
在ドイツの不法滞在者が、イタリアに移動し、
晴れて正規の滞在許可書を取得するといっ
た事例にも遭遇した。他方、ロシア、ドバイ
といった新興市場の温州人は、中国で展開し
ているアパレルや皮革のビジネス拡大のた
めの進出であり、当該地域の経済活動が低迷
すると容易に退出する傾向が確認された。 
 
③受け入れ社会の社会構造や文化、アイデン
ティテイへの影響 
 海外在住の温州人は、各地でエスニック・
コミュニティを形成しており、第一世代の現
地社会との付き合いは疎遠であったが、子供
や孫にあたる第二世代、第三世代は現地化、
高学歴化が進んでいた。 
 他方、現地社会の温州人に対する感情は複
雑であった。繁栄する温州人に対するやっか
みや偏見はあるものの、現地経済の生産およ
び消費の両面で、温州人は不可欠な存在にな
っており、温州人との共存共栄が模索されて
いた。 
 
④温州／中国とのつながり 
 当初は、海外在住の温州人が、中国の温州
人を呼び寄せる「連鎖移住」の流れがメイン
であったが、温州が豊かになるにつれ、1年
のうち数ヶ月を温州や中国で過ごす在外温
州人も増えている。また、かつては、温州製
品や中国製品に欧州に輸入して販売すると
いう流れだけだったが、在外温州人が、温州
を含む中国へ投資する動きも活発になって
おり、中国と欧州の温州人ネットワークは 
多様化している。 
 
(2) 温州服装企業のネットワーク 
 温州の服装産業は、スーツ、カジュアル服
ともに、大手ブランドメーカーと中小企業と
の間に大きな溝があった。スーツの大手ブラ
ンドメーカーは内製、カジュアル服は域外企
業を外注先として利用しており、いずれも地
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域企業との連携が弱かった。カジュアル服の
大手ブランドメーカーにとっては、取引コス
トの削減等のために、地域の中小企業との
「溝」をいかに埋めるかが喫緊の課題として
浮上していた。 
 他方、創業者に関しては、外出経験の有無
が、創業やその後の発展と緊密に関係してお
り、事業におけるスモールワールド化したネ
ットワークの重要性が浮き彫りになった。 
 
（3）四川トヨタのネットワーク 
 中国・成都にある四川トヨタの物流コスト
削減に向けた取り組みを通じて、「優れた問
題解決のアプローチ」「そうしたアプローチ
の組織の枠を超えた実践」「そこで生じる利
得の公正な分配」「取引関係におけるウィ
ン・ウィン・ゲームの好循環」といった条件
がそろえば、組織や地域、国を超えた信頼は
事後的に生成されることを明らかにした。 
 
(4) 日本国内の地域経済ネットワーク 
 岩手県釜石市で、新日鉄釜石の構内下請企
業が自社ブランド製品を持つに至った 30 年
の取り組み等を分析し、①自ら積極的に遠距
離交際相手を探索し続けることで、新たなビ
ジネス情報が流れるようになったこと、②新
たなビジネス情報の事業化にあたっては以
前から付き合いのあった仕事仲間、飲み仲間
の支援を仰いだことなどを明らかにし、新日
鉄の高炉廃止後の下請中小企業の存続・発展
は、ネットワークのスモールワールド化によ
る側面が大きいことを示唆した。 
 
(5) ネットワーク理論の現実社会への適応
可能性 
 研究代表者の西口は、自動車のサプライヤ
ーネットワークや中国の温州人ネットワー
クなどの研究成果を最新のスモールワール
ド・ネットワーク理論の枠組みで分析し、『遠
距離交際と近所づきあい――成功する組織
ネットワーク戦略』（NTT 出版）にまとめた。 
 同書では、個人や組織のパフォーマンスは、
個人や組織のつながり方の構造、つまりネッ
トワークのトポロジーに強く影響を受ける
ことを、理論的かつ実証的な側面から浮き彫
りにした。さらに、現実社会においてネット
ワークが機能するためは、理論では考慮され
ていない「信頼」や「ソーシャル・キャピタ
ル」が決定的な重要であることを指摘した。 
 定量的かつ定性的なオリジナルデータを
用いて、かつ一見異なってみえる様々な社会
経済現象を、包括的に分析した点に意義があ
る。また、一般読者にもわかりやすい表現を
用いており、啓蒙書的要素をもった学術書と
して、新聞の書評欄等で何度も絶賛された。
ネットワーク構造に対する関心を広く喚起
したという意味でも、大きなインパクトがあ

った。 
 
(6) 今後の展望 
 
①収集した世界各地の温州人企業家に対す
るデータをもとに、温州人企業家をとりまく
ネットワークの特性の包括的な分析を行う。
各国の移民政策や産業特性などを考慮しつ
つ、温州人企業家のネットワーク構造やその
発展経緯等を書物としてまとめる発表する
予定である。 
 
②最新ネットワーク理論の普遍性と幅広い
有用性を検証するにあたり、芸術や文化とい
った、従来個人技に属すると想定されてきた
分野におけるネットワーク活動やネットワ
ーク構造を分析することも、極めて重要であ
る。（この分野の先駆的研究として、Uzzi and 
Sprio［2005］のブロードウェー興行成績と
人的ネットワークの実証研究がある。）そこ
で、プロのアーティスト等を対象に、その活
動内容や評価と、彼らを取り巻くネットワー
ク構造との関係を、インタビュー調査や参与
観察、当事者の手記や各種オリジナルデータ
の分析等を通じて明らかにする。具体的には、
高嶋ちさ子、松本あすかさんら、気鋭のクラ
シック系アーティストを輩出する芸術家事
務所（株）ジェイ・ツーとのコラボレーショ
ンを検討しており、先方の基本同意も得てい
る。 
  
③地域経済ネットワークの今後の分析対象
としては、国内の主要な産業集積地の産業支
援機関の活動を調査し、スモールワールド・
ネットワーク理論の枠組みに基づいた、広域
的な産業支援体制の可能性を検討する。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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